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令和４年度の成人式は、該当者1,280人中991人が参加しました。

新型コロナウイルス感染症対策のため２部に分けて実施し、青梅市長、

青梅市議会議長から新成人に対し、お祝いと励ましの言葉が贈られ、

新成人の代表者が「誓いの言葉」を述べました。

また、新型コロナウイルス感染症拡大のため中止となった昨年度

の成人式の対象者に対し、成人を祝う会を開催しました。対象成人の

お二人の司会のもと、青梅市長からのお祝いの言葉、中学校の先生か

らのビデオレター上映の後、明治大学文学部教授齋藤孝先生の講演

が行われました。

（９） ４ ５ １

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
生

涯
学
習
だ
よ
り
」
を
年
４
回

(
４
・
７
・
10
・
１
月
)
発
行
し
、

社
会
教
育
課
(
市
役
所
３
階
)、

中
央
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
発
行
の
「
生
涯
学
習
だ

よ
り
」
に
掲
載
を
希
望
す
る
方

は
、情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
条
件　

団
体
や
サ
ー
ク
ル

が
主
催
・
共
催
し
、
市
民
が

参
加
で
き
る
教
室
、
講
演

会
、
展
覧
会
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
、
①
７
月
〜
10
月
中
旬

に
実
施
予
定
の
事
業
、
会
員

募
集
②
令
和
４
年
２
月
〜

５
月
に
終
了
し
た
事
業
の

報
告
や
次
回
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
等

※
１
月
号
に
掲
載
し
た
催
し
の

報
告
等
歓
迎

※
写
真
の
掲
載
可

※
紙
面
の
都
合
等
に
よ
り
掲
載

で
き
な
い
場
合
あ
り

※
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
内
容　

①
催
し
物
の
タ
イ

ト
ル
、
内
容
、
開
催
日
時
、

会
場
、
対
象
者
、
問
い
合
わ

せ
先
(
氏
名
、
電
話
番
号
)

等
②
実
施
し
た
事
業
の
様

子
、
感
想
、
Ｐ
Ｒ
等

申
し
込
み　

原
稿
用
紙

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
記
事
ID
…
３
１
８

５
)
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
５
月
18
日
ま

で
に
次
の
い
ず
れ
か

「
生
涯
学
習
だ
よ
り
」

団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

新
た
に
申
請
す
る
方
は

５
月
31
日
ま
で
に
提
出
を

　

所
得
制
限
を
越
え
て
い
た

た
め
、
児
童
育
成
手
当
を
受

け
て
い
な
か
っ
た
方
で
、
前

年
所
得
が
前
々
年
よ
り
下

が
っ
た
な
ど
、
新
た
に
受
給

資
格
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
５
月
31
日
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
当
は
申
請
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ

た
月
分
の
手
当
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
申
請
に
必
要
な
要
件
や
提

出
書
類
な
ど
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

18
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
保
護

者
で
ひ
と
り
親
の
方
、
児

童
の
父
ま
た
は
母
が
重

度
の
障
が
い
が
あ
る
方
、

障
が
い
の
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
の
保
護
者

現
在
受
給
し
て
い
る
方

　

６
月
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

６
月
上
旬
に
書
類
を
送
付

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
推
進

課
助
成
係

児
童
育
成
手
当
の
申
請

〜
６
月
は
所
得
の
見
直
し
月
〜

　令和４年４月から、「児童扶養手当法による児

童扶養手当の額等の改定の特例に関する法律」の

規定により、４年度の特別児童扶養手当、特別障

害者手当等の手当額が改定されました。

問 い合わせ　障がい者福祉課庶務係

特別児童扶養手当等の手当額の改定

手当の種類 改定前 改定後

特別児童
扶養手当

１級 ５２，５００円 ５２，４００円

２級 ３４，９７０円 ３４，９００円

特別障害者手当 ２７，３５０円 ２７，３００円

障害児福祉手当 １４，８８０円 １４，８５０円

福祉手当
（経過措置分）

１４，８８０円 １４，８５０円

日程（６月） 時間 内容

８日（水） 午前１０時～午後４時
安全・事故

保育サービスを提供するために

１３日（月）

午前１０時～午後３時

心の発達とその問題

１５日（水）
子どもの応急救護

身体の発育と病気①

１６日（木）
子どもの世話

身体の発育と病気②

１７日（金）
保育の心

小児看護の基礎知識

２２日（水）午前１０時～午後２時３０分
子どもの遊び

円滑な活動を進めるために

※全課程修了者に修了証を交付します。

青梅市ファミリー ・ サポート ・ センター
☎＆FAX２３－３８８８、 ２３－９３３８
東青梅１―２―５東青梅センタービル３階

日
時　

５
月

24
日
(
火
)　

午
前
10
時
〜
11
時
10
分

会
場　

健
康
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象　

４
〜
５
か
月
児
の
保

護
者

内
容　

離
乳
食
の
始
め
方
、

こ
の
時
期
の
離
乳
食
の

作
り
方
(
試
食
な
し
)、

お
口
の
手
入
れ
に
つ
い

て
講
師　

管
理
栄
養
士
、
歯
科

衛
生
士

定
員　

先
着
10
組(
予
約
制
)

費
用
無
料

持
ち
物　

お
子
さ
ん
同
伴
の

場
合
は
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

ミ
ル
ク
(
お
湯
も
含
む
)、

お
む
つ
な
ど
、
外
出
時
に

必
要
な
も
の

申
し
込
み　

２
日
か
ら
電
話

☎
23
・
２
１
９
１
で
健
康

セ
ン
タ
ー
へ

ゴ
ッ
ク
ン
ク
ラ
ス
(
離
乳
食
教
室
・
初
期
)

子
育
て
ひ
ろ
ば　

と
こ
と
こ

「
レ
ッ
ツ
ダ
ン
シ
ン
グ
」

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

５
月

２
日
(
月
)　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

※
子
育
て
ひ
ろ
ば
は
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

下
長
渕
自
治
会
館
２

階
大
広
間

対
象　

未
就
学
児
の
親
子
、

祖
父
母
、
妊
娠
中
の
方

講
師　

オ
ー
ル
ネ
イ
シ
ョ
ン

ズ
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

フ
レ
ミ
ン
グ
容
子
氏

定
員　

先
着
５
組

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

そ
の
他　

駐
車
場
あ
り

問
い
合
わ
せ　

長
渕
保
育
園

　

☎
22
・
８
１
０
２
、
市
子

ど
も
家
庭
支
援
課
支
援

係

日程 テーマ

５月３１日 新しい出会い

６月　７日 子どもとの関わり方

６月１４日 子どもの心の発達と「しつけ」

６月２１日 私のストレス

６月２８日 親として、よりよく生きる

日程・時間・内容　下表のとおり

会場　市役所２階会議室、福祉センター２階集会室

対象　市内在住の１８歳以上で、心身ともに健康で提供会員として活動できる方

費用　２，６１９円（テキスト代）

申し込み　５月３１日までに住所、氏名、電話番号、生年月日を電話またはファッ

クスで青梅市ファミリー・サポート・センターへ

の
方
法
で
提
出

▽
直
接
持
参
…
社
会
教
育
課

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
…
FAX

22
・
９
８

３
５

▽
電
子
メ
ー
ル
…

div7050@

city.ome.lg.jp

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

児童育成手当の所得制限限度額

（令和３年中の各種控除後の金額）

扶養

人数
所得額

扶養人数が１人増

すごとに３８万円

加算

０人 ３６０万４千円

１人 ３９８万４千円

２人 ４３６万４千円

日
程　

５
月
31
日
〜
６
月
28

日
の
火
曜
日
(
全
５
回
)

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
ぐ
は
ぐ

対
象　

就
学
前
の
お
子
さ
ん

と
お
お
む
ね
２
〜
５
か

月
児
(
２
人
目
以
降
)
の

母
親

※
上
の
お
子
さ
ん
を
預
け
て

参
加
可
能
な
方
(
一
時
預

か
り
等
を
紹
介
し
ま
す
)

内
容　

下
表
参
照

講
師　

Ｂ
Ｐ
２
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー　

栗
原
久
美

子
氏
、
吉
田
由
美
子
氏

定
員　

先
着
10
組(
予
約
制
)

費
用　

１
組
１
千
100
円
(
テ

キ
ス
ト
代
)

申
し
込
み　

５
月
27
日
ま
で

に
応
募
フ
ォ
ー
ム
(
左

記

２

次

元

コ

ー

ド

参

照
)
ま
た
は
電
話
☎
78
・

０
７
６
２
(
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
)
で
(
特
非
)

青
梅
こ
ど
も
未
来
へ

親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

〜
き
ょ
う
だ
い
が
生
ま
れ
た
〜

ベ
ビ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
２

利用時間　午前７時～午後９時

対象　市内在住で、生後３か月～小学

生の保護者

登録料・年会費無料

利用料金　１時間７００円～９００円

※曜日、時間帯により異なります。

問い合わせ　青梅市ファミリー・サ

ポート・センター、市子ども家庭支

援課支援係

日 時　５月２１日（土）　午前

１０時３０分～１１時３０分

会場　福祉センター

申し込み　電話で青梅市ファミ

リー・サポート・センターへ

※ 月～金曜日は随時入会受付を

行っています。

※身分証明書が必要です。

提供会員・利用会員募集　　　広がっています 地域の子育ての輪！

　青梅市ファミリー・サポート・センターでは、子育ての援助を行う人（提

供会員）と子育ての援助を受ける人（利用会員）が、地域の中で助け合いな

がら子育てをする有償のボランティア活動を行っています。

　養成講座修了後、提供会員として登録した提供会員が、保育園等の送迎や、

開始前・終了後の子どもの預かり、冠婚葬祭や行事参加、買い物などの外出

時の子どもの預かり、習い事への送迎など、一時的な支援を行います。

利用希望者入会説明会 利用会員募集

提供会員養成講座


